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  The purpose of this survey was to clarify what the students learned in their 
4-year education at the Faculty of the International Studies, Bunkyo University. The 
survey was conducted for 237 senior students from January to March 1993, and 84 
students answered the questionairs. 

  The results were as follows; 
1) The 75.7% of "courses from which they learned something good" are among spe-
  cial education courses. 

2) The main reasons of taking such courses are about "subjects of the course" and 
  "the personality and e

xperiences of the teacher". 

3) The good thing they received are "to get technical knowledge", "to develop a point 
  of veiw about society or human beings", "to encouter teachers" and "to learn how 
  to study in college". 

4) In short what they learned in their 4-year education are "to take a international 
  view of things", "to learn how to study" and "to communicate with others". 

5) Things of relative importance in college life are on "association with friends" 
 firstly. "Club activities" and "study" follow in that order. 

6) The main requests and proposals to the faculty are about "language education", 
  "taki ng varieties of licenses", "curriculum in general", and "teachers' teaching 

 skills". 

 These results suggest that we could attain the aim bf establishing the faculty : to 

teach students a practical and a interdisciplinary body of knowledge so that they can 

solve international or global problems.
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1目 的

文教大学国際学部は1989年4月 に設置された。設置の趣旨は,「国際的問題や地球的課題 を解

決するに必要 な実践的かつ学際的な知識体系 を学生に学習 させ,こ れから起 こるであろう困難か

つ多様な国際的諸問題に対応 し得る有為の人材の養成を図る」 ことである。そ して1993年4,月,

完成年度 を迎 えた。すなわち,一 期生が4学 年に達したのである。国際学部 は上の設置趣旨に基

づいて,時 代の要請に応 じた新 しい学問の創造 とその教育に力 を注いで きたわけであり,ユ ニー

クな学系構成やカリキュラム,教 育方法 を特長 としている。

ところで,果 た してこのような教育が どのような成果を上げているのであろうか。筆者は,過

去に学生の学園生活の実態調査1)を行い,学 生の学修 に対する意識や実態に迫 った。 しか し,実

施 したのは一期生がまだ3年 生の時であった。そこで,4年 間の学士課程教育 をほぼ終えつつあ

る卒業間近の4年 生を対象に実態調査を実施 し,国 際学部の教育の成果を検討することに した。

本研究の 目的は次の2点 を明らかにすることである。

1)国 際学部の4年 間の教育から学生は何 を学んだか。

前述 した調査(国 際学部学園生活調査)1)に よると,一 期生(当 時3年 生)の74.9%(98人)

が湘南キャンパスでの学園生活を楽しい と答 えているものの,授 業に対する満足度 は19 .9%(一

般教育)～42.7%(専 門教育)と あまり高 くなかった。果た して,4年 間の教育 を総括すると彼

ら一期生は何を学んだと言えるのであろうか。そ して,学 部設置の趣旨が実を結んでいるのであ

ろうか。 これを明らかにすることは,今 後の国際学部の教育を計画する上で重要である。

2)漢 方薬のように即効性 はない科 目がどう評価されているか。

一般教育のように授業の意義が理解 されに くい科 目は
,学 生の学習意欲 も高 くはな く,授 業評

価 も高 くない。 しかし,学 習 しているときには,現 実的な利益 は目に見えて表れることはないか

もしれないが,時 間がたつにつれて,じ わ じわと効果を表すかもしれない。例えば,一 般教育は

専門教育を履修 してからの方が学習効果が表れるかも知れない。 したがって,4年 生は一般教育

に関してよ り総合的な評価ができるものと期待できるであろう。

皿 方 法

学 生 に4年 間の教育 をふ りか え り評価 させ る に際 し,「 専 門教育 科 目は どうか」 な ど と一般化

して回答 を求 め るので はな く,具 体的 な授 業 を想起 させ,そ の授 業で 「何 を学んだか」 につ いて

答 え させ るこ とに した。 この ような調杢 は和光大 学で既 に行 われてお り,本 研 究 はそれ参 考 に し

て いる2)。

調 査 内容 は,「 自分 に とって得 る とこ ろのあ った授 業」 につい ての他,「 国際学 部で 学 んだ こ

と」や 「大学生 活で比重の高 か った活動」,「大学 の授 業へ の要望 ・改善へ の提 案」 な どであ る。

詳 しくは,資 料1の 調査 票 を参照 され たい。

表1有 効回答者数内訳調査対 象 は卒業予 定の4年 生全員237人 で
,質 問紙配布

回収 法 に よ って調 査 した。調 査票 は,ゼ ミナー ルの指 導 男子 女子 計

教 員 を通 じて配 布 した。調査 期 間 は,1994年1月12日 か 国際文化41014

国際関係181836ら3
.月19日 で あ る。 国際経済

161834
有 効 回答数 は84人(35・4%)で ・ そ の内 訳 は表1に 示 全 体384684

した とお りであ る。
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皿 結 果

調査項 目の順 に結果を述べ る。

1.「 自分 にとって得 るところのあった授業」

「今 まで受けた授業のうちで,自 分にとって得るところのあった科 目名と受講 した学年 を専 門,
一般,語 学,体 育等を問わず三つあげて ください」 とい う問いに対 し,合 計230件(科 目)の 回

答があった。以下,科 目区分,受 講年次,受 講理由,出 席率,得 たことの順に結果を述べ る。

1)科 目区分

回答のあった230件(科 目)を 科 目区分別に分類すると,一 般教育が22件,英 語が20件,第 二

外国語が6件,日 本語が0件,保 健体育が8件,専 門科 目が47件 である。

一般教育では,地 理(7件)や 社会学(4件),経 営学(3件),歴 史(3件)な どで,い ずれ

も人文社会系科 目であった。国際学部のような人文社会系の学部における自然系科 目の位置づけ

や教育内容 ・方法 を検討する必要性があると思われる。

英語は20件 あったが,単 に 「英語」 とだけの回答が多 く(9件),科 目内容が明確でない。科

目名を正確 に言O入しているものの中では,英 語II(LL演 習)が5件 と多かった。受講年次別に

みると,1年 次が8件,2年 次が3件,3年 次が9件,4年 次が1件 であった。

第二外国語は,フ ランス語(3件)と 中国語(3件)で あった6国 際学部学園生活調査では,

一期生の第二外国語 に対する満足度は38 .2%と 比較 的高かった3)が,今 回の調査ではそのような

傾向は見 られなかった。

保健体育科 目の8件 は,「 体育」 とだけの回答がほ とんどであった。受講年次や 「授業から得

たこと」か ら推察すると2年 次の応用体育(実 技)が 評価 されているようである。

専門科 目のうち専門必修科 目では,ゼ ミナールが25件 と多 く,次 いで,・平和論(7件),時 事

英語演習(6件)で ある。専門選択必修科 目では,経 営管理(9件)や 国際時事問題(9件),

国際体制論(8件),国 際関係論(6件),欧 米政治外交史(5件),外 交史(5件),国 際ホスピ

タリティ論(5件)等 が多かった。専門選択科 目では,コ ンピュータ実習(6件)や 言語学(5

件)が 多い。

2)受 講理由

「得 るところのあった授業」 を受講 した理由を尋ねた結果が表2で ある。

表2授 業選択の理由(複 数回答可)

①必修 ②概要 ③お薦 ④先生 ⑤時間 ⑥楽勝 ⑦ 他 計
一 般 教 育31321125238

英 言吾1800100423

第二外国語441000312
保 健体 育71000019
専門科目(計)461071190 16730307

必 修3221223 00886

選択必修11594398514140

選 択32752882881
計7812514102181240389

(注)①必修だから ②講義概要をみて ③友人・先生等から薦められて
④先生が面白そう ⑤時間割が空いてた ⑤単位が取りやすそう
⑥その他
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英 語 と保健 体 育 はほ とん どが 「必修 だか ら」 と答 えてお り,第 二外 国語 は,「 必修 だか ら」 と

「講義概要 をみて」が 比較的多 い
。一般教育 は,「 講義概 要 をみて」 と 「先生 が面 白そ う」が多 い。

専 門科 目で は,「 講 義概要 をみ て」(107件,34.9%)が も っ とも多 く,次 いで 「先 生が 面 白そ

う」(go件,29・3%),「 必 修 だ か ら」(46件,15.Q%)の 順 であ る。 その他 の理 由 と して,「 就職

に役立 ちそ う」が7件 あ った。

必修科 目以外 では,講 義内容 と教 員の魅力 が主要 な選 択理 由 となってい る。

3)得 た こと

「どん な点 で得 るところが あ
ったか」 につい て尋 ねた結果 が表3で あ る。

表3授 業で得たこと(複 数回答可)

①知識 ②言葉 ③方法 ④見方 ⑤友人 ⑥教員 ⑦ 他 計
一 般 教 育 7 0 5 8 3 3 1 27

英 語 7 15 2 3 2 4 4 37

第二外国語 0 6 0 0 1 2 2 11

保 健体育 0 0 0 0 3 2 4 9

専門科目(計) 115 12 51 59 20 51 34 342

必.修 31 4 15 17 15 21 14 117

選択必修 49 5 22 30 3 16 !4 139

選 択 35 3 14 12 2 14 6 86

計 129 33 58 70 29 62 45 426

(注)① 専 門知識を得ることができた ②言葉(外 来語)を 修得できた

③研究の方法や態度を学んだ
⑤良い友人を得た
⑦その他

④社会ないし人間に対する見方が変わった

⑥教員と知り合えた

全体 で は,「 専 門的知識 を得 るこ とがで きた」(129件,30.3%)が も っとも多 く,次 いで,「 社

会 ない し人 間に対 す る見方が変 わ った」(70件,16.4%),厂 教 員 と知 り合 えた」(62件,14.6%) ,
「研 究の方法 や態度 を学 んだ」(58件

,13.6%)で あ った。

科 目区分別 にみる と,一 般教 育で は,厂 社 会 ない し人 間 に対 す る見 方が変 わ った」 と 「専 門的

知識 を得 るこ とが で きた」が 比較 的多い。英 語 では,「 言葉 を習 得で きた」が もっ とも多 く,次

いで 「専 門的知識 を得 る ことがで きた」で ある。第二外 国語で は 「言葉 を習得 で きた」が もっ と

も多 く,保 健 体育で は 「よい友人 を得 た」が比較 的多 か った。

専門科 目で は,「 専 門的知識 を得 るこ とがで きた」(115件,33.6%)が も っとも多 く,次 いで,

「社 会 ない し人 間に対 す る見 方 が変 わ
った」(59件,『17.3%),厂 研 究 の方 法や態 度 を学 んだ」 と

厂教員 と知 り合 えた」(51件
,14.9%)で あ る。 そ の他 の 回答 で は,「 資格 取得 に役だ った」が2

件 あ った。

さらに専 門科 目を詳 し くみ る と,必 修科 目で は,「 専 門的知識 を得 る ことがで きた」 が31件 と

もっ と も多 く,次 いで,「 教 員 と知 り合 えた」(21件),「 社 会 ない し人間 に対 す る見 方が 変わ っ

た」(17件)で ある。選 択必修科 目で は,「 専 門的知識 を得 るこ とがで きた」 が49件 と もっと も多

く,次 いで,厂 社会 ない し人 問に対 す る見方 が変 わった」(30件),「 研 究 の方法や態度 を学んだ」

(22件)で あ る。選択科 目で は,「 専 門的知 識 を得 る ことがで きた」が35件 と もっ とも多 く,次 い

で,「 研究 の方法や態度 を学 んだ」(14件),「 教 員 と知 り合 えた」(14件)で ある。

2.「 国際学部で学んだこと」

国際学部で学んだことひとことで表現させた ところ,73件 の回答が得 られた。それらは主に3
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つ に分類 で きる。そ れは,「 国際的視野 を養 えた」,「 学問 の方法 と態度 を学 ん だ」,「人 と人 との

コ ミュニケ ーシ ョン」で ある。順 に具体例 を以下 に示 す。 なお,全 回答 を資料2と して示 してあ

る。

1)「 国 際 的視 野 を養 えた」

・国際的視野 で物 事 を見 た り考 えた りす るこ とが出来 た
。 またTV以 外 の情報 を多 く得 るこ と

が で きた。"歴 史 は作 られてい る"と 強 く感 じた。(文 化 学系,男 子)

・英語 を多 く学 んだ ことによ り広 い 目で世界 を見れ る ようになった
。(関 係学系,男 子)

・国際社会 の本 当の意味。 国際人 と しての考 え方
,も のの見方。 日本人 を見つ め直 す。(関 係

学系,女 子)

・経済 や文 化 ,環 境 な どにつ いて 日本 だ けでな く世界 的な視 野で,考 え られ ることが で きた。

(経 済学系,女 子)

2)「 学 問の方法 と態度 を学 んだ」

・視 野が広 が った。研究 ,発 表の仕方 を覚 えた。(文 化 学系,女 子)

・レポ ー トの書 き方 ,も のの(時 事 問題 な どの)と らえ方 。(関 係学系,女 子)

・あ る事実 を表面的で な く深 く掘 り下 げ るこ とに よって
,ち が った一面が見 えて くる。物事 を

簡単 に決 める ことはよ くない。(関 係学系,男 子)

3)「 人 と人 との コ ミュニケ ーシ ョン」『

・外 国人 に慣 れた。(文 化 学系,女 子)

・相手(国 ・人)を 受 け入 れる事 で
,世 界 が広が ってい く,と い う事 。(文 化 学系,女 子)

・「いろんな人が いるんだ なあ」 とい う事(知 識 の面で も
,感 性 の面 で も)。(関 係学系,女 子)

・留学生 の人達が い るので
,自 然 と他 の 国の人々 と話 す ことがで きる。(経 済学系,女 子)

3.「 大 学生 活で比重の高 か った活動」

第1位 で もっ とも多い の は 「友人 との交 際」(30人,35.7%)で あ り,次 いで 「クラブ ・サ ー

クル」(23人,27.4%),「 授 業」(13人,15.5%)で あ る。授 業の比重 はあ ま り高 くな く,第3位

までの累積 で も50人(59.5%)で あ る。(表4参 照)

表4大 学生活で比重の高 かった活動(N=84人)

1位 2位 3位4位5位
友人との交際 30 26/56 15/714/751/76
ク ラ ブ ・サ ー ク 丿レ 23 15/38 9/477/5410/64
授業 13 17/30 20/5022/728/80
アルバイト 11 13/24 20/4416/6012/72
趣味 5 10/15 17/3220/5214/66
その他 2 3/5 3/85/136/19

(注)()内 の右側の数字は累積人数

文部省 の調査 によれば,厂 自分 に とって の大学 の意味」 と して,第1位 に 「友 人 を得 る こと」

(40.0%),第2位 に 「専 門知識 を身 につ け る ところ」(38.8%),第3位 に 「自分のや りたいこ と

が で きる」(35.9%)で あ る4)。 こ の こ とか ら,授 業 の比 重 が高 くない こ とは現代 学生 には一 般

的傾 向なの だろ う。

しか し,本 調査 で参考 に した和光大学 で は,授 業 を第1位 とする ものが もっとも多 く半数近 く

(35/74人)を 占めてお り,第3位 としてい る もの まで をあ わせ る と,全 体 の90%弱 と なる。 この
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相違をどのように捉えたらよいのであろうか。

文教大学国際学部において も現代学生の一般的傾向を甘んじて受 け止めるのではなく,今 まで

以上に教育に力を注 ぐことで本来の学生に育てることがで きるのではないだろうか。学生が成長

していく場がどこにあり,ど のように成長 していくのか,さ らに検討する必要がある。

4.「 大学の授業への要望 ・改善への提案」

大学の授業への要望及び,改 善への提案 についての記述回答 は67件得 られ,大 体4つ に分類で

きる。それは,語 学教育 と資格取得,カ リキュラム全般,授 業の方法に関することである。順 に

具体例を以下に示す。なお,全 回答を資料3と して示 してある。

1)語 学

。英語の授業は多ければいい とは思えない。量よ りも質。 リーダーのようなものはあまりい ら

ない。LL教 室をもっと増や した方が良い。(文 化学系,男 子)

・第二外国語が2年 間で終わりなのはがっか りした。3・4年 次 も履修できるように してほし

かった。(文化学系,女 子)

・語学は正 直なところあまり身についたとはいえなか った。授業のレベルが低 くジ ものたりな

さも感 じた。(関 係学系,男 子)

・英語の先生が,人 によって大変や り方が違 うので,良 い先生のや り方にそろえた方が良いと

思います。(経 済学系,女 子)

2)資 格

・教職 を取れるようにしてほしかった。自分は教員志望だった。(文 化学系,男 子)

・資格取得がで きる授業や就職に生かせ るような内容のものがはやい学年のうちから,ひ らい

てほ しかった。国際学部で何 を学んだかがはっき り自覚で きるようなものがほ しかった。

(文化学系,女 子)

3)カ リキュラム全般

・授業の内容 についてはけっこうみんなよかった と思 うので,あ とは学生の問題だ と思う。

(文化学系,女 子)

・第二外国語の力をもっとつけたかった。2年 次で とれる授業が少なすぎる。又3 ,4年 で面

白い授業があるのに忙 しくてとれないのが残念だった。特に4年 生になってから面白そうな

授業が多 く就職活動で出られないのが残念だった。一般教養が全部つ まらなかった。(文化

学系,女 子)

・少人数で生徒が もっと参加できる授業を増や した方がいい。入学 してす ぐか ら,レ ポー トの

書 き方とかの基本的な勉強の仕方を教えてほ しか った。(関 係学系,男 子)

・4年 での選択の授業が多いので,も っと1～3年 の間に勉強できればゆっくり履修で きたの

に。取 りたいものが他の授業 と重なった り,自 分のや りたいこととは関係のないものを勉強

させ られるようなもの もあった。(経 済学系,女 子)

4)授 業の方法

・少人数で討論を増やす。発表の仕方をたたき込む。(文 化学系,男 子)

・一本調子で講義する先生がいるが,あ れはやめてほ しい。(だ いこん役者 じゃないんだか ら)

もっとめりは りをつけ,訴 えるような講義をしてもらいたい。(関係学系,男 子)

・単位 を取るために出ていた授業があった。今思えば時間を無駄に したと思 うぐらいひどい授
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業 もあった。(関係学系,男 子)

・講義中に質問が生 じた場合 ,す ぐに学生側からの質問が出来るものをふやして欲 しい。教授

の一方的な話ではムズムズしまった り,眠 くなって しまった りする。(関 係学系,男 子)

・デ ィスカ ッション形式の授業が増えてもいいと思 う。海外研修を制度化 したらどうか。(関

係学系,女 子)

・第二外国語は週2～3回 くらいあると良いと思う。ゼ ミの5限 はやめた方が良い。(関 係学

系,女 子)

・学生をひきつける授業をやってほ しい。(経 済学系,男 子)

・各授業の内容が大ざっぱで,内 容が とて もうす く感 じた。特 に経済系は 「これ以上深 くやる

と時間がな くな りますから,や りません」 とのセリフをよく聞かされ,内 容の方も,受 験勉

強以下 という内容もありました。(経 済学系,男 子)

・専門科 目で も一般教養科 目の羅列 といった内容の授業が多かったように感 じた。2年 からの

専門科 目に期待 していたが,一 つ一つの科 目が他の科 目とつながらず体系的に学ぶことがで

きなかった。積み重ねがな く,専 門的知識が身に付かない ……,そ んな感が強かったです。
一年次の必修科 目などは全 く一般:教養 と変わりな く

,専 門科 目の基礎科 目にはならないと思

われます(基 礎科目が不備なのでは)。(経 済学系,女 子)

・国際経済学系の授業は,経 済学が難 しくて全然わからなかった(特 にマルクス経済など)。

だか ら,も っとわか りやすい授業を考 えた方がいいと思う。学生達がついてこれない。(経

済学系,女 子)

】v考 察

調査の結果,学 部設置趣旨の 「国際的問題や地球的課題を解決するに必要な実践的かつ学際的

な知識体系を学生に学習させ」ることは達成 していると判断で きよう。 しか し,よ り高い教育成

果を挙げることができるよう不断の検討 と努力が必要である。そこで,教 育課程編成 と教育方法

に焦点をあてて調査結果を考察し,さ らに今後の課題について検討する。

1.教 育課程編成上の問題

一大学設置基準第19条(「 教育課程の編成方針」)に は,「学部等 の専攻 に係る専門の学芸を教授

するとともに,幅 広 く深い教養及び総合的な判断力を培い,豊 かな人間性を涵養するよう配慮 し

なければならない」と規定 されている。 このことを念頭に置いて,文 教大学国際学部における教

育課程編成上の問題について,専 門教育 と一般教育に限って検討 しよう5)。

1)専 門教育

学部設置趣旨と密接に関連する点であ り,概 ね目的は達成 していると判断できよう。 しかし,

学生の理解度 に関しては自由記述回答から推察する限 りでは,十 分とは言えないようである。特

に経済学領域でそのような回答がみ られた。

また,専 門領域をもっと深めることを求める意見 もあ り傾聴に値する指摘ではあるが,従 来の

学問にみ られるように専門領域に細分化するのではな く,一 学部一学科の特長 を活か した学問体

系の構築 と教育の実践こそが必要である。

設置趣旨の後段部分の 「これか ら起 こるであろう困難かつ多様な国際的諸問題に対応 し得る有

為の人材の養成を図る」に関 しては,一 期生を卒業 させたばか りの現時点では判断することはで
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きない。後述するように,卒 業後の追跡調査が必要である。

2)一 般教育

今回の調査と国際学部学園生活調査の結果をみる限 りでは,一 般教育科 目の評価 は高 くない。

主に,低 学年の学生を対象に し,大 教室での授業 という教育環境の劣悪さも原因しているであろ

うし,何 よりも 「漢方薬」の効き目をみるのには,4年 間で も短いのかも知れない。

国公私立の大学 ・短大6校(938人)で 行らた調査 による と,一 般教育の講義の中で 自分 に

とって一番 よかったと思う授業科目は,人 文社会系学部の学生は人文系科目を,理 工 と医歯薬の

理科系学部の学生は自然系の科 目を挙げる傾向がみられたという6)。この傾向は国際学部にもあ

てはまるが,前 述 したように,人 文社会系の学部における自然系科 目の位置づけや教育内容 ・方

法を検討する必要性があると思われる。

そ して,そ もそも大学教育における一般教育7)の在 り方について,見 直す必要がある。その必

要性 について,坂 井は,厂 一般教育が均等分散型のカリキュラムを採るかぎり,そ れに期待で き

るのは 『視野の広さ』 とか 『幅の広い知識』であって,そ れ以上ではない。それ以外の教育 目的

(総合的判断力の開発,基 礎的研究能力の育成)を 達成す るには,そ れ とは異なったカリキュラ

ムが必要である」 と述べている8)。つ まり,従 来の教養課程2ヶ 年の教育にとどまることなく,
「一般教育 と専門教育を含む大学(学 部)プ ログラムすべてに

至より大きく一貫性 と統合 を確保

す るのが現代の一般教育の役割である」9)のである。

したがって,具 体的には,大 学での学習 ・研究に導入するためのスキルスタディの教育や高校

教育との落差 を埋めるための補償教育,そ して,4年 一貫教育の理念 を実現するために高学年履

修の科目を開設することなどが必要 となろう。

2.教 育方法上の問題

「得るところがあった授業]に ついて
,特 に印象に残 ったことを自由記述で求めた ところ,教

授法の工夫と教員の姿勢 ・人柄に関する回答が多かった。具体的には,.「少人数クラスであった」

や 厂討論ができた」,「スライ ドを多用 した」,「熱心 に教えてもらえた」などの他 ,教 員の経歴 と

経験に関するものであった。

この結果は,前 述の先行研究6)での良い授業の特徴 と合致 している。一般教育における教授学

習課程の分析 をした結果ではあるが,「 よい授業」 と判断された授業の特質を因子分析 した結果 ,

抽出された因子 は5つ で,教 師のパーソナリティ因子 と授業設計因子,学 生の意欲因子,教 え方

の技術因子,集 団過程因子である。教師のパーソナリ國ティ因子では主に教師の人間性が ,教 え方
の技術 因子では,教 師ゐ発声技術や板書の技術以上に,ビ ジュアルでわか りやすい内容の提示が

評価のポイントになっているという。

国際学部学 園生活調査で は;授 業を受ける上での困難 として,「授業の内容に興味が持ちに く

い」(54.6%)や 「先生の声や黒板 の字が小 さくてノー トが取 りにくい」(389%) ,「話 にまとま

りがな く全体 をつかみにくい」(34.8%)が 上位 に挙げられていた。そして,授 業への要望 とし

て,64.7%の 学生が,「 プリントやビデオを活用するなど授業方法をもっと工夫 して勉強意欲が

高まるようにしてほしい」 を挙げている。このように,学 生は教授法のより一層の改善 を求めて

いる。教授法の改善が学習成果の向上 をもたらすことと期待できよう。
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3.勉 強会 ・研究会の支援

大学生活における比重は,「 クラブ ・サークル」の方が 「友人 との交際」よ りも低 い(表4参

照)。 私大連の調査によると,ク ラブ ・サークルに参加 している学生の方が充実感 をもって学生

生活を送っている10)。このことは,学 園祭での学生に様子を見て もわか る。教室では見ること

がで きない溌剌 とした様子や堂々とした振る舞いを見 ることができよう。課外活動 も学生が成長

する場であるので,よ り一層充実するよう支援することが必要である。

特に,国 際学部 らしい勉強会や研究会の育成が望まれる。情報学部の専攻領域に関連 したクラ

ブ ・サークルとしては,ア マチ ュア無線部や映画制作研究部,広 告研究会,放 送部などがあ り,

国際学部の開設によって新 しい勉強会や研究会が誕生す ることを期待 していた。 しか し,4年 の

問に生 まれたのはボポモ ・インターナシ ョナルとESS,そ して,大 学院進学のための勉強会だけ

であ り,専 攻領域に直結 した研究会はまだ誕生 していない。研究会の世話を他大学では助手や大

学院生がみているが,国 際学部にはそのどちらもいないということが,そ の原因のひとつに挙げ

られよう。学生の指導面からも,助 手の採用や大学院の設置が望 まれる。

また,和 光大学で実施 しているような学生の研究に対する助成11)を,文 教大学国際学部で も

講 じるなどして,学 生の自主的研究活動を支援 ・奨励すべ きであると考える。

4.継 続調査の必要

教育効果 を判定する場合,さ まざまなタイムスパンにそって行 う必要がある。原は,授 業時間

内での変化 から卒業後の社会にお ける活動 まで,教 育効果判定 を時間軸にそって整理 してい

る12)。

設置趣旨の後段 「有為の人材を養成する」が達成で きているかどうかを判定するには,卒 業後

の社会的活動の評価が必要 となる。 また,大 学生活の評価 をする上で も卒業生の意見 を聴取する

ことは重要である。

卒業生 を対象にした調査 としては,国 大協13)やICU14)15),和 光大16)などでの先行事例がある。

Vま とめ(要 約)

国際学部 の4年 間の教 育か ら学生 が何 を学 んだか を質 問紙 調査 によって,明 らカ・にし ようと試

みた。調 査対 象 は卒業 を目前 に控 えた一期生 全員237人 で,調 査 期間 は,1994年1,月12日 か ら3

月19日 で あ る。84人(35.4%)か ら有 効回答が得 られ た。

調査結果 は次 の1か ら6の よ うに まとめ られる。

1.厂 自分 に とって得 る ところの あった授 業」で もっ と も多い の は,専 門科 目で あ り,75.7%

(174件 〉 を占める。

2.「 得 る ところのあ った授業」 を受 講 した理 由は,必 修科 目以外で は,講 義内容 と教 員の魅 力

が主要 な選択理 由 とな って いる。

3.「 どん な点で得 る ところがあ ったか」で は,全 体 で は,「 専 門的知識 を得 るこ とがで きた」

(129件,30.3%)が もっ とも多 く,次 いで,「 社 会 ない し人間 に対 す る見方 が変わ った」(70

件,16.4%),「 教 員 と知 り合 えた」(62件,14.6%),厂 研 究 の方法や態度 を学 んだ」(58件,

13.6%)で あ った。

4.国 際 学 部で学 んだ ことをひ とことで表現 させ た ところ,73件 の 回答が得 られた。 それ らは主

に3つ に分類 で きる。 それ は,「 国際 的視野 を養 えた」,「学 問の方法 と態度 を学 んだ」,「人
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と人 とのコミュニケーション」である。

5.「大学生活で比重の高かった活動」 の第1位 は 「友人 との交際」(30人 ,35.7%)で あ り,

次いで 厂クラブ ・サークル」(23人,27.4%),「 授業」(13人,15.5%)で ある。授業の比重

はあまり高 くなく,第3位 までの累積で も50人(59.5%)で ある。

6.大学の授業への要望及び,改 善への提:案についての記述回答は67件 得 られ,大 体4つ に分類

できる。それは,語 学教育と資格取得,カ リキュラム全般,授 業の方法に関することである。

調査の結果,学 部設置趣旨の 「国際的問題や地球的課題を解決するに必要な実践的かつ学際的

な知識体系を学生に学習」 させ ることを達成 していると判断で きよう。 しか し,よ り高い教育成

果 を挙げることができるよう不断の検討 と努力が必要である。以下の4点 について検討 した。

1.教 育過程編成上の問題

専門教育の目的は達成 していると判断できようが,し か し,学 生の授業理解度に関しては自由

記述回答か ら推察する限 りでは,十 分 とは言えないようである。また,一 学部一学科の特長 を活

かした学問体系の構築と教育の実践が求められている。

調査結果をみる限 りでは,一 般教育科 目の評価が高 くない。主に,低 学年の学生 を対象にし,

大教室での授業 という教育環境の劣悪さも原因 しているであろうし,何 よりも 「漢方薬」の効 き

目をみるのには,4年 間で も短いかも知れない。国際学部のような人文社会系の学部における自

然系科 目の位置づけや教育内容.・方法を検討する必要性があると思われる。また一般教育の在 り

方について見直すことが必要であり,具 体的には,ス キルスタディや補償教育,高 学年履修の科

目を開設することなどの検討が急がれる。

2.教 育方法上の問題

「得 るところがあった授業」について
,特 に印象に残ったことを自由記述で求めた ところ,教

授法の工夫 と教員の姿勢 ・人柄に関する回答が多かった。学生 は教授法のより一層の改善を求め

ているし,教 授法の改善が学習成果の向上をもたらすと期待できよう。

3.勉 強会 ・研究会の支援:

特 に,国 際学部らしい勉強会や研究会ρ育成が望 まれる。そのための方策として学生研究助成

制度の設置 を提案 した。

4.継 続調査の必要

設置趣 旨の後段 を評価するには,卒 業後の社会的活動の評価が必要であるし,卒 業生による学

生生活の評価 も重要である。
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資料1
鳳 」餮鴬 灘 惚 編離 蕊,鉱 総,倉 鮑 鴛 」価蛾翳闢 流,ゑ 劃覿蠢.

「み な さん は
、 厨際学・部の1期 生 と して、教 員 とと もに国際 学 部を創 って きま し允 。今 後 の国際 学部 の教 育 を よ り一層

充 実 させ るた め に、、み な さんの意 見.は大変参 考 にな り ます。4年 間 の大学生 活 を振 り返 って、 国際学 部 の教育 につ い て

率 直 にお答 え くだ さい。 卒業 脅前 に して、 冷静な そ し.て総 合的 な判断 がで きる もの と期 待 して い ます。

1994年1月 国際 学 部大学教 育 研究 会

1.今 まで受 けた授業 の うちで、 自分 に とって得 る

ところ のあ った科 目 名 と受 講 した学 年を 専門、
・一般 、語 学、 体育 等 を問 わず三 っ あげて 下 さい。
'(特 に ない場 合 は無 記入

、Q6へ)一

2.な ぜそ の授業 を選 択 しま した か。

番 号 で記入 して下 さい。(複 数回 答可)一

① 必 修 だか ら ④先 生 が面 白そ う

② 講 義概 要 をみ て ⑤時 間割 が空 いて た

③ 友 人 ・先生 等か ら 、⑥単 位 が取 りやす ぞ う

薦 め られ て ⑦ その他(具 体的 に)

3.ど の くらい出 席 しま したか。

① ほ とん ど毎 回

②7か ら8割

③5か ら6割

④半分以下

→

4.ど んな点で得るところがありましたか。

それぞれに記号を入れ、　

くわしく書いて下さい。(複 数回答可)一

① 専門 知 識を得 るこ とがで きた.

② 言葉(外 来語1)を 修 得で きた

③ 研究 の 方法 や態度 を学ん だ
』④ 社会 な い し人間 に対 す る見 方 が変 わ

った

⑤良 い友 人を得 た

⑥教 員 と知 り合 え た

⑦ ぐ の他(具 体 的 に)

5.そ の他 、 と くに印象 に残 った ことが あ りま

した ら書 いて 下 さい。 一

6.あ な たが 国際学 部 で学 んだ ことをひ と ことで

響鰻 「一
i
L

科 目 名 科 目 名 科 目 名

3. 3. 3.

年次受講 年次受講. 年次受講

7;.ま た 、 あ な た の 大 学 生 活 に お い て比 重 の 高 か っ た も の を上 位 か ら あ げ て 下 さ い。

(例:L授 業 、3・ ク ラ ブ ・サ ー ク ル 、・翫 ア ル バ イ ト、4・ 友 人 と の 交 際 、5'趣 味 、6'etc)

1位 .2位 ・ 3位 4位 5位

8.大 学 の授 業 の内容 や や り方 につい て㍉ もっと こうで あ って 欲 しい、 こうあれば良 い と思 う ことがあ っ.たら、何 で もまた
い くつで も書・いて 下 さい。(ス ペ ー スが 足 りな けれ ば裏 に書い て下 さい)

　
9.性 別(男 、女) 10.所 属 学系(文 化、 関係 、経 済) 11.受 験 した入試(推 薦 、学 力、 留学生 ・帰 国子 女)

ご協 力 あ りが と うござい ま した

記入 した用紙 は国際 学部 事務 室(6203)の 提 出箱 に入 れて 下 さい。



資料2

Q6.あ な たが国 際学部 で学 んだ こ とをひ とこ とで表 現 して下 さい。(標 本 番号,回 答,学 系,

性 別)

1.国 際 的視 野で物事 を見 た り考 えた りす ることが 出来 た。 またTV以 外 の情報 を多 く得 るこ と

がで きた。"歴 史 は作 られている"と 強 く感 じた。(文 化学 系,男 子)

2.ゼ ミの研究 を通 じて 自分 の考 えを発表 で きて よか った と思 う。(文 化学系,男 子)

3.国 は いろいろだ ね!(文 化 学系,男 子)

4.浅 く広 く何 で も。(文 化学系,男 子)

5.特 に な し。(文 化 学系,女 子)

6.国 際 。(文 化学系,女 子)

7.臨 機 応変 な頭の 回転 と行動 力。〈文化学 系,女 子)

8.外 国 人 に慣 れ た。(文 化学系,女 子)

9.の ん び りす るこ と。(文 化 学系,女 子)

10.自 分 の意 見 を しっか り持つ。(文 化学 系,女 子)

11.相 手(国 ・人)を 受 け入れ る事 で,世 界 が広 が ってい く,と い う事 です。(文 化学系,女 子)

12.視 野 が広 が った。研 究,発 表 の仕 方 を覚 えた。(文 化学系,女 子)

13.人 間。(文 化 学系,女 子)

14.無 記 入(文 化学系,女 子)

15.英 語 じゃない こ とは確 かです 。(関 係 学系,男 子)

16.あ る事 実 を表面 的で な く深 く掘 り下げ ることに よって,ち が った一面が見 えて くる。物事 を

簡単 に決め るこ とはよ くない。(関 係学 系,男 子)

17.私 は ゼ ミナ ールでの影響力(先 生 に対 して)が あ ま りに大 きく,ゼ ミナール,そ れ に関係 す

る上 の二つの授業 が本当 に学 んだ と言 え る。(関 係 学系,男 子)

18.人 生 につい て。(関 係 学系,男 子)

19.ア メ リカ外交 の偉 大 さ。(関 係学系,男 子)

20.英 語 を多 く学 んだ こ とに よ り広い 目で世界 を見 れ るよ うにな った。(関 係学系,男 子>

21.も っ と世 の中 を見 ろ。(関 係学系,男 子)

22.世 界 中の色 々 な国 を知 った。(関 係 学系,男 子)

23.世 の 中にはい ろいろな人間がい るこ とを知 った。(関 係学系,男 子)

24.無 記 入(関 係 学系,男 子)

25.無 記 入(関 係 学系,男 子)

26.国 際 的視 野。(関 係学系,男 子)

27.人 と人 との コ ミュニケ ーシ ョン。(関 係 学系,男 子)

28.英 語 を もっと学 び,世 界 を歩 いてみ たい。(関 係 学系,男 子)

29.将 来,役 に立 ちそ うもないよ うに思 えるが,自 分が役 立 たせ よ うと思 えば立 たせ られ るこ と

を教 えて くれ る ところで,自 分 の取 り組 み態度 とい うの を学 んだ。(関 係 学系,男 子)

30.物 事 を多角 的に見 る とい うこと。(関 係学系 。男子)

31.世 界 へ 進 出す るための基礎。(関 係学 系,男 子)

32.真 面 目なこ とも くだ けた ことも切 な さも学べ た気 が します。幽(関係学 系,男 子)

33.人 間愛 。(関 係学系,女 子)
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34.国 際 社会 の本 当の 意味。 国際人 として の考 え方,も のの見方。 日本 人 を見つ め直す。(関 係

学 系,女 子)

35.国 際 性 。(関 係学系,女 子)

36.世 界 の様 々な地域 で お きている事 象 につい てのい ろい ろな角 度か らの見方 。(関 係学系 ,女

子)

37.無 記 入(関 係学系,女 子)

38.日 本 人 とい う肩書 きは当然 の ように思 っていたが,自 分 は自分 とい うこ とを知 った し,知 ら

ない国,知 ってい た国 の事情 ・歴史 ・文化 な どた くさんの角度 か ら見 る こ とが で きた。(関 係

学系,女 子)

39.柔 軟 な知識 の持 ち方 を学 んだ。(関 係学系 ,女 子)

40.幅 広 い国際的視野 を養 うこ とがで きた。(関 係学系 ,女 子)

41.外 側 を知 ろうとす る ことで,内 側 を改めて知 る に至 った。(関 係 学系 ,女 子)

42.無 記 入(関 係 学系,女 子)・

43."自 分 ら しさ"の 発 見。(関 係学系,女 子)

44.レ ポ ー トの書 き方,も のの(時 事 問題 な どの)と らえ方 。(関 係学系
,女 子>

45.人 間 関係 な ど。(関 係 学系,女 子)

46.「 い ろん な人が い るん だなあ」 とい う事(知 識 の面 で も
,感 性 の面 で も)。(関 係 学系,女 子)

47.集 団 の 中で 自分 をどう表現 す るか。(関 係学系 ,女 子)

48.無 記 入(関 係学系,女 子)

49.世 界 の動 きに敏感 になった ような気がす る。(関 係 学系 ,女 子)

50.今 まで とは社会 に対 す る見方 が変わ った。(関 係 学系 ,女 子)

51.物 の 見方 が大分,拡 が った と思 い ます。色 々 な見 地 か ら見 られ る様 にな りま した。(経 済 学

系,男 子)

52.語 学 が4年 間 に多 く存 在 し,特 に,外 国 の先 生 と直接 触れあ い,話 をす るこ とで ,表 現力 の

違いや考 え方の違い を学ぶ こ とがで きた。(経 済学系,男 子>

53.単 位 を取 る難 しさ。(経 済学系,男 子)

54.他 の 学部 と変化が ない ような気が する。(経 済学系 ,男 子)

55.無 記 入(経 済学系,男 子)

56.地 球 上 の特色 ・英語 ・現在 の 国際 関係 につ いて。(経 済学系
,男 子)

57.語 学 と国際 時事 。(経 済学系,男 子)

58.英 語 。(経 済学系,男 子)

59.語 学 。(経 済学系,男 子)

60.つ ま らない授業 は時 間のム ダ!(経 済 学系,男 子)

61.講 義 内容が う ・す ・い。(経 済学系,男 子)

62.国 際 学部 といって も別 に変 わ った ことはなか った。 大学 に対 して期待 していなか ったので
,

私 は学 んだ ことは何 もなか った。(経 済 学系,男 子)

63.我 身 の糧 。(経 済学系,男 子)

64.自 分 が や る気 にな らな けれ ば何 も学べ ない。(経 済学系 ,男 子)

65.興 味 を もたな ければ,何 も知識 も得 るこ とので きない学部。(経 済学系 ,男 子)

66.特 に ない。(経 済学 系,男 子)
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67.多 くの先生 のす ばら しい話が 聞 けた。(経 済学 系,女 子)

68.日 本 を中心 とした海外(特 に先 進国)と の比較 の授 業が多 い。(経 済学系,女 子)

69.観 光 産業全般 について。(経 済学系,女 子)

70.無 記 入(経 済学系,女 子)

71.い ろ い ろな世界があ り,又,そ れ だけの考 えが あ るとい うこと。(経 済学系,女 子)

72.経 済 や文化,環 境 などにつ いて 日本 だ けで な く世界 的 な視 野で,考 え られる ことが で きた。

(経済学 系,女 子)

73.無 記 入(経 済学系,女 子)

74.日 本 の世界 か ら見た立場 や,他 国 との文化,経 済,政 治 の比較。(経 済学系,女 子)

75.自 分 の可能性 に向か って努力 す るこ と。(経 済学系,女 子)

76.全 体 と して教 養的 な知識 を得 た に とどまる。(経 済学系,女 子)

77.経 済 系へ進 んだ ので,外 国の経済状況 とち ょっ とした英 会話。現行 の社 会 につい て も学 んだ。

(経済学 系,女 子)

78.国 際 的視 野の もち方。(経 済学 系,女 子)

79.留 学 生 の人達が いるので,自 然 と他 の国 の人 々 と話す こ とがで きる。英 語 は先生 に よって違

うので,大 変為 になった英 語授業 は3つ 位 です 。(経 済学系,家 子)

80.英 語 が 充実 して いた。少 人数制 だった ので,先 生 に顔 と名前 を覚 えて もらえた。(経 済 学系,

女 子)

81.国 際 的な現状 を勉強 し,古 典 や英 文 を習 うよ りも,今 がわか って よか ったような気 がす る。

(経 済学系,女 子)

82.国 際 の中 にい て,広 く浅 く,様 々な知識 を学 ぶ こ とがで きた と思 う。深 く入 るこ とはなかっ

たが,広 範囲 において,世 界 の中の 日本 であ ると思 った。そ して,改 めて,英 語 が今 後 の社 会

で重要 であ る と感 じた。(経 済学系,女 子)

83.将 来 があ る学部 だか ら。(経 済学系,女 子)

84.勉 強 不 足。(経 済学系,女 子)
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資料3

Q8.大 学の授業の内容やや り方についての意見 ・要望(標 本番号,回 答,学 系,性 別)
1.英 語の授業は多ければいい と思えない。量よ りも質。 リーダーのような ものはあまりいらな

い。LL教 室 をもっと増や した方が良い。(文化学系,男 子>

2.教 職を取れるようにしてほ しかった。自分は教員志望だった。(文 化学系,男 子)

3.い すが座 りずらい。(文 化学系 ,男 子)

4.少 人数で討論を増やすご発表の仕方たたき込む。(文 化学系,女 子)

5.資 格取得ができる授業や就職に生かせるような内容の物がはやい学年のうちから,ひ らいて
ほしかった。国際学部で何 を学んだかがはっきり自覚できるようなものがほしかった。(文 化

学系,女 子)

6.英 語の授業では,も っと実践的なものが多ければ良かったのに,と 思う。(文 化学系,女 子)
7.第 二外国語が2年 間で終わりなのはがっか りした。3・4年 次 も履修できるようにしてほし

かった。(文 化学系,女 子)

8.授 業の内容についてはけっこうみんなよかったと思 うので,あ とは学生の問題だ と思 う。

(文化学系,女 子)

9.ゼ ミが5限 にあったのはつらかった。(文 化学系,女 子)

10.生 徒同士がある課題について話 し合える場 を少 しずつ作ってほ しい。(文 化学系,女 子)
ユ1.無 記入(文 化学系,女 子)

12。 第二外国語の力 をもっとつけたかった。2年 次で とれる授業が少なす ぎる。又3.4年 で面

白い授業があるのに忙 しくてとれないのが残念だった。特に4年 生になってから面白そうな授

業が多 く就職活動で出られないのが残念だった。一般教養が全部つ まらなかった。(文 化学系,

女子)

13.履 修単位について(こ れはここにかんざんで きるとか)明 示 してほしい。いろいろな噂が と

んで大変だった。(文 化学系,女 子)

14.少 人数で生徒が もっと参加で きる授業 を増や した方がいい。語学は正直なところあまり身に

ついたとはいえなかった。授業のレベルが低 く,も のたりなさも感 じた。入学 してす ぐから,

レポー トの書 き方とかの基本的な勉強の仕方を教えてほしかった。特徴のある学部になってほ

しい。(関係学系,男 子)

15.全 体 的にユニークな先生が多いのでユーモアと柔軟な思考力を多 く教 えてほ しい。(関 係学

系,男 子)

16.文 化人の特別授業など,か わったこともたまにはしてほしい。(関係孛系,男 子)

17.一 本調子で講義す る先生がいるがあれはやめてほ しい。(だ いこん役者 じゃないんだから)

もっとめ りはりをつけ,訴 えるような講義をしてもらいたい。(関 係学系 ,男 子)
18.○ ○先生以外の教授総いれかえ,駐 車場の○○ と○○ をけせ。(関 係学系 ,男 子)
19.一 般教育や専門科 目の中で不要だと思うものがある。(関 係学系 ,男 子)
20.無 記入(関 係学系,男 子)

21.や ることをやれば,結 果が必ずついて くることを気づかせてほしい。(関 係学系,男 子)

22.無 記入(関 係学系,男 子)

23.も っと熱 く燃えるような授業であって欲 しい。(関 係学系,男 子)

24.無 記入(関 係学系,男 子)
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25.無 記 入(関 係学系,男 子)

26.無 記 入(関 係学系,男 子)

27.も っ ともっ とスポー ッに力 を入 れて ほ しい,そ して,バ ンフ ォー ド先生 の英語 みたい に,早

い時期 か ら,色 々な講座 を設 けてほ しい。(関 係 学系 ,男 子)

28.単 位 を取 るため に出ていた授業 があ った。今思 えば時間 を無駄 に した と思 う ぐらい ひ どい授

業 もあ った。(関 係学系,男 子)

29.講 義 中に質問が生 じた場 合,す ぐに学生側 か らの質 問が 出来 る もの をふや して欲 しい6教 授

の一方 的な話 で はムズムズ して しまった り,眠 くなって しまった りす る。(関 係 学系 ,男 子)

30.大 学 に入 って まで小学生並 み の授 業 を うける とは思 わなか った(ひ とりだ け)。(関 係 学系,

男 子)

31.授 業 の や り方 をもっ と興 味あ る もの に して欲 しか った。休 講の場合,代 理の講師 が欲 しか っ

た。(関 係 学系,男 子)

32.ケ ー ス ・ス タデ ィを増 や して欲 しい。(関 係学系,男 子)

33.す ば ら しい人間的 な先生 たち に,す べ て おまかせ して いい と思 う。(関 係 学系,女 子)

34.英 語 授業 が英 語で使 う直接 の原 因 とはな らず,英 語 力 を向上 させ る もので もない。(関 係 学

系,女 子)

35.と りたい授 業が 重 なって とれ なか った科 目が あった ので もう少 し時 間割 を考 えてほ しい。

(関 係学系,女 子)

36.ア ドバイザ ー制度 をもっ とうま く活用 で きないで し ょうか ……?(関 係 学系,女 子)

37.一 般 教 養 は仕方 がない のか もしれ ない けれ ど,毎 年同 じ授業 ばか りしないで ,ど ん どん新 し

い もの(現 在世 の中で起 きている こ と)を 取 り入 れて欲 しい。体験授 業 もあれば面 白か った と

思 う。(関 係 学系,女 子)

38.ア ジ ア系の留学生 だ けで な く,ア メ リカや ヨーロ ッパ,オ ース トラリアなど,他 の地域 か ら

も入学 して ほ しい。 デ ィス カ ッシ ョン形式 の授 業が増 えて もいい と思 う。海外研修 を制度化 し

た ら どうか。(関 係 学系,女 子)

39.第 二 外 国語が週3回 位 が適:度。ゼ ミこそ5限 は,や めて ほ しい。(関 係学系 ,女 子)

40.第 二 外国語 は週2～3回 くらいあ る と良 い と思 う。ゼ ミの5限 はや めた方が 良い。(関 係学

,系,女 子)

41.国 際 学 部 は英語 の時 間数が多 いのです か ら,も っ と有 効 に授業 をすべ きだ と思 い ます。時事

英 語 は とて も大切 なので,1年 生 の時か らあ ると良い と思い ま した。(関 係学系,女 子)

42.週 の前 半が ヒマで後半 が空が ない よ うな変 な授 業割 はやめて ほ しい。授 業 に対 しての単位設

定が ひ じょ一 に変 なので,改 善 して ほ しい。 まと もに授 業や らず に世 間話 してお わ りにす る先

生 なんかイ ラナ イ。(関 係 学系,女 子)

43.4年 次 に受講 したい授 業が沢 山あ るの だが,4年 は就職 活動の比重 が大 き く,そ う学校 に も

くるこ とがで きない。4年 の講義 を3年 に まわ して いただけた ら と思 う。英語 の授業 が多い の

だが,(私 の場合),4年 の 今 よ り1年 生 の ときの ほ うが,ま だ英語が で きた ような気 がす る。

(関係 学系,女 子)

44.無 記 入(関 係学系,女 子)

45.無 記 入(関 係学系,女 子)

46.も っ と生徒 を熱 くさせ る○○先生 の よ うな名物 先生が いて もいい と思 う。○○先生 の ように,
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実社会で役立つ授業(も しくは○○先生)が 多 くいて もよいと思う。(関 係学系,女 子)

47.語 学の授業の強化。第二外国語の種類を増やすなど……。(関係学系,女 子)

48.無 記入(関 係学系,女 子)

49.無 記入(関 係学系,女 子)

50.無 記入(関 係学系,女 子)

51.授 業についてですが,あ る程度の自由性を重んじて もいいと思います。(経 済学系,男 子)

52.無 記入(経 済学系,男 子)

53.土 曜 日の必修はなくして欲 しかった。(経 済学系,男 子)

54.無 記入(経 済学系,男 子)

55.無 記入(経 済学系,男 子)

56.大 学の授業ははっきりいってつまらなす ぎた。もっと先生一人一人がたの しい授業そ して内

容ある授業をしてほしかった。(経 済学系,男 子)

57.わ かりやす くしてほしい。(経 済学系,男 子)

58.学 生をひきつける授業をやってほしい。(経 済学系,男 子)

59.学 生が もっと真剣になるような授業をやって欲 しい。(経 済学系,男 子)

60.学 生が"授 業に出たい"と 思うような授業 をしてほしい。(経 済学系,男 子)

61.各 授業の内容が大ざっぱで,内 容がとて もうす く感 じた。特に経済系は 厂これ以上深 くやる

と時間がな くなりますから,や りません」 とのセリフよく聞かされ,内 容の方 も,受 験勉強以

下という内容 もありました。(経 済学系,男 子)

62.英 語の授業は非常に悲しいものがあった。特に外国人の先生の授業にはがっか りした。 もっ

と会話を楽 しむような授業 にすればいい と思 う。高校 の授業の方が もっとためになったような

気がするし,高 校の授業 とあまり変わらなかった。(経 済学系,男 子)

63.も っと学生を引 きつける環境や魅力(講 義内容)を 改善 してほしい。(経 済学系,男 子)

64.出 欠席で生徒をあやつるのは,や めてほしい。先生に対 して個人的なうらみはやめてほしい。

4年 生時に授業の少ない人は学費をまけてほしい。(経 済学系,男 子)

65.広 く浅 くが学部のモットーなのか もしれないが,浅 す ぎてお もしろくない。先生に魅力のあ

る人が少ない。(経 済学系,男 子)

66.出 席で大半の教科が評価 しているので納得がいかない。(経 済学系,男 子)

67.4年 生の成績発表を2/22に するのはおか しいと思う。普通この時は旅行 に行っている。 日を

変えるべ きです。教務課の男の上の方は態度が悪い。(経 済学系女子)

68.4年 での選択の授業が多いので,も っと1～3年 の間に強勉で きればゆっくり履修で きたの

に。取 りたいものが他の授業と重なった り,自 分のや りたいこととは関係のないものを勉強 さ

せ られたようなものもあった。(経 済学系,女 子)

69.カ リキュラムの改正は絶対必要だと思う。実習先なども確保 してあげるべきだと思 う。せ っ

か くユニークな授業を持 っているのだか ら,更 によい国際学部をつ くってほ しい。(経 済学系,

女子)

70.先 生が厳 しく,毎 回出席 をとるとなれば,み な出席するだろう!し かし,そ ういうや り方

では何 も身につかないと思う。(経 済学系,女 子)

71.無 記入(経 済学系,女 子)

72.自 分が取 りたい授業が重なる場合があるので,時 間割 をもう少 し考えてほ しい。経済の授業
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がとて も難 しかった。経済学部ではないので,や さしく説明して ください。(経 済学系,女 子)

73.英 語の授業が少ない。 もっと徹底 した英語,外 国語教育をしてほ しい。同時通訳室を使用す

るなど,設 備 をもっと有効に使わせてほ しかった。経営系の授業 も,も っと増やしてほしいと

思 う。(経 済学系,女 子)

74.無 記入(経 済学系,女 子)

75.先 生方には,学 生の可能性をで きるだけのばそうとす る姿勢が とて もあると思ったので,

我々の経験を生か したより一層の発展を願っています。(経 済学系,女 子)

76.専 門科 目で も一般教養科 目の羅列といった内容の授業が多かったように感 じた。2年 か らの

専門科 目に期待 していたが,一 つ一つの科 目が他の科 目とつながらず体系的に学ぶ ことがで き

なかった。積み重ねがなく,専 門的知識が身に付かない……,そ んな感が強か ったです。一年

次の必修科 目などは全 く一般教養 と変わ りなく,専 門科 目の基礎科 目にはならないと思われま

す(基 礎科 目が不備 なのでは)。 自分の興味ある学問に関する情報 ・機会の場 を,大 学 により

もっと豊富に提供 されるべ きではないで しょうか。最後になりましたが,国 際学部においてそ

の専門知識をより体系的に学べ る大学に,と の願いを込めて,今 後の文教大学国際学部の発展

に期待いたします。(経 済学系,女 子)

77.英 語について言うと担当の先生によって内容が まった くちが うということ。意味のない単純

作業の授業が多かったことがいつもいやだ と感 じています。(経 済学系,女 子)

78.英 語は数が多いだけで,け っこう役に立つかなと思う授業や,た だ先生の訳だけきいていれ

ばいいような授業があった。もっと内容の濃いものであればいいと思う。(経 済学系,女 子)

79.英 語の先生が,人 によって大変や り方が違 うので,良 い先生のや り方にそろえた方が良いと

思います。学系別の必修の為にとりたい授業が とれなかった。(経 済学系,女 子)

80.学 系の分け方にあまり違いが見られない。(経 済学系,女 子)

81.国 際経済学系の授業は,経 済学が難 しくて全然わからなかった(特 にマルクス経済など)。

だから,も っとわか りやすい授業 を考えた方がいいと思う。学生達がついてこれない。(経 済

学系,女 子)

82.時 間割の組み方が悪 く,と りたかった授業が とれなかったりと,一 年次から自分の興味ある

科 目をとることがで きなかった。私達が卒業 して一循するわけだから,も う少 し,皆 平等に選

べ るように組み立ててほしい。(経 済学系,女 子)

83.無 記入(経 済学系,女 子)

84.も っと頭 を使わせる授業がほしい。国際問題 は演習 してみたらきっとおもしろ くて忘れられ

ないと思 う。例えばこのグループはイラクとして,あ のグループはクウェー トでみんな資料 を

そろってお互いに戦 ったらすごくおもしろいと思う。(経 済学系,女 子)
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